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 週刊第30号 

あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

 みなさま、いつもお世話になっております。あびこ浩子です。 

 ゴールデンウイークも終わり、今週から通常の勤務や学校生活が再

開しました。気分がリフレッシュした分、仕事に戻るのが気が重いな

んて感じておられる方もいらっしゃることでしょう。私は久しぶりに

友人たちと過ごす時間が持ててとても楽しかったです。 

 5月に入り、議会は6月議会の準備に向けての取組が始まります。今

月は各常任委員会の行政視察があり、その後視察内容について委員会

で「議員間討議」が行われます。議会といえば、自由に話合いをして

いると私も議員になる前は思っていたのですが、なかなかそうはいき

ません。議事録が残る正式な委員会などでは、自由に互いに意見を述

べ合うというのは難しい状況です。質問時間は質問をするのであっ

て、意見を述べる場ではないと、新人議員の時に先輩議員からお叱り

を受けました。 

 常任委員会では、行政から提案された内容について、それぞれの議

員が、担当行政に向かって質問をしていく、それが終わった時点で、

賛否を問う、という流れです。疑問点を聞いた上で賛否の態度を決め

るのですから当然の流れです。しかし時々、他の議員さんの質問の中

で、行政の答弁を聞いて「私はこう思う」とか「それはこのようには

考えられないのか？」とか「私もその立場だった時にはこうだった」

とか、話したい時もありますが、全く口を挟む余地はありません。当

自分が用意した質問は会議時間の都合もあり、いくつかを選択して聞

くしかありません。そこでテーマを設定して、各議員がテーマについ

て意見を述べ合う場を作ったのが議員間討議というものです。今更で

すか？と言いたいくらいですが、議会改革の一つです。考えや立場の

違う議員同士が折り合える点を探っていく、まさに民主主義の話合い

そのものの姿です。 

ゴールデンウイーク終了 

今月も元気に過ごしましょう！ 
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【あびこ浩子プロフィール】 

玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里高

校卒業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造都市

研究科共生社会研究分野修士課程修了／

大学時代銭原キャンプ場でカウンセラー

として活動 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987茨木

市立三島中学校へ転任1990退職／2000
沢池幼稚園PTA会長／2002穂積小PTA会

長／2006茨木市PTA協議会会

長／2004NPO法人Chacha－House 代
表理事/2006穂積小校区青少年健全育成

運動協議会会長／2006NPO法人子育て

広場全国連絡協議会理事／2011穂積地

区自主防災会会長／2012穂積地区福祉

委員会副委員長 

2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初当

選／2009・1選挙2期目当選／2013・１

選挙3期目当選／2017・1選挙4期目当選 

夫、長女、長男、次女夫婦と孫娘 

連絡先：（自宅）茨木市穂積台１２－５０３穂積台グランドコーポ 

Facebook：あびこ浩子｜WEBサイト：http://www.hiroko-abiko.jp    

みんああつまれボランティアにて 
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電話・ＦＡＸ  ０７２（６２４）５４８０（留守時

はメッセージを残してください） 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 
【自宅】茨木市穂積台12-503穂積台グランドコーポ 

ＨＰ：http://www.hiroko-abiko.jp 
ＦＡＣＥＢＯＯＫページ 

 「あびこ浩子（茨木市議会議員）」 

「あびこ浩子 茨木ゆめ・みらい工房」 

Twitter ＠abiko_h（あびこ浩子(茨木市議会議員） 

あびこ浩子連絡先 
お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

毎週火曜日・木曜日の朝、ＪＲ茨木駅西口下、水曜日の朝、南茨木駅、金曜日の朝、阪急茨木市

駅東口南側にてご挨拶と週刊通信を配布させていただいています。お急ぎとは思いますが、お時

間許せば手に取っていただけましたら幸いです。お声をかけていただけたらとても嬉しいです！ 
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「シェア金沢」視察報告（１） 

皆様はテレビの報道などでご存知かもしれません。

石川県金沢市にあります「シェア金沢」の視察に行っ

てまいりました。 

2015年4月11日に安倍首相が地方創生に向けた地

域のさまざまな取り組みを視察するために、安倍晋三

首相が「Share金沢」を訪問されたことがテレビなど

で取り上げられ一躍有名になった場所です。視察希望

が殺到し、順番待ちで、ようやく訪問できました。 

「高齢者、大学生、病気の人、障害のある人、分け

隔てなく誰もが共に手を携え、家族や仲間、社会に貢

献できる街。かつてあった良き地域コミュニティを再

生させる街。いろんな人とのつながりを大切にしなが

ら、主体性をもって地域社会づくりに参加する。」と

「ごちゃまぜ」のまちづくりと説明されています。 

ここを運営しているのが「社会福祉法人佛子園」で

す。歴史をお聞きしました。元は戦災孤児をお寺の住

職さんが引きとって世話をしたのが始まり。昭和35

年に「行善寺」から土地建物の寄付を受けて開設され

ました。 

シェア金沢は元国立療養所の跡地で、11000坪。そ

こに障害児入所施設、サービス付き高齢者住宅、天然

温泉、高齢者デイサービス、生活介護、訪問介護、児

童発達支援センター、学童保育、障がい者就労支援継

続A・B型、学生向け住宅、アトリエ付き学生向け住

宅、日用品生活雑貨共同売店、産前産後子育て応援、

ボディケア＆からだ塾、ブータン・セレクトショッ

プ、全天候型グラウンド、天然温泉、Publish Bar,レス

トラン、配食サービス、クリーニング＆コインランド

リー、地域スポーツシステム研究所などなどがありま

す。これら施設は障害のある人の就労支援の場でもあ

 

シェア金沢の様子 

5月 8日(月) 午後7～８：総持寺いのち愛ゆめセンター 

５月10日(水) 午後7～８：彩都西コミセン 

5月11日(木) 午後７～８：東コミセン 

5月13日(土) 午後7～8：穂積コミセン 

5月15日(月) 午後7～８：沢良宜いのち愛ゆめセンター 

5月16日(火) 午後7～８：中津コミセン 

5月 21日(日) 午前10～11：耳原自治会館 

市制報告会にお越しください！ 


